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JaneAusten文 学 にお け る 「則 天去 私 」 の視 点
一Pγ 掘 θαηd1)'rejudiceに つ い て






のなかで 「JaneAustenは 写実の泰斗なり」と絶賛 した。「則天去私」は漱石を表象す
る言葉である。漱石は晩年 「則天去私」の作品の例としてオースティンの 『高慢 と偏
見』をあげた。
本稿は、若い男女が恋愛 を通して成長 し、高慢 と偏見を正 してい くとい う単純 なモ
チーフをもつ 『高慢 と偏見』が、何故 「則天去私」になるのか、オースティンの小説
技法から一つの見方 として検討するものである。
キ ー ワ ー ド オ ー ス テ ィ ン,高 慢 と偏 見,則 天去 私,漱 石,文 学論
1.序 論
漱石は晩年、『明暗』を現存分のほとんどを書 き終 えていた時期に 「則天去私」について弟子
達に語 り、しかも 「自分はちかいうちにかういう態度で、新 しい本当の 『文学論』を大学あた
りで講 じてみたいと述べ、「則天去私」の小説の一つ としてジェイン・オースティンの作品を挙
げた」1)。この新しい本当の 『文学論』は、漱石が作家 として文学 とは何かを勝ち得た証であっ
たと云えるであろう。明治40年 に刊行された 『文学論』四篇 第七章、写実法において、漱石は













を、『高慢 と偏見』について、オースティンの小説技法の点か ら、一つの見方 として検討するも
のである。オースティンの作品と 「則天去私」の関係は、指摘 されなが らもその考察はこれま
で具体的になされていない。
皿.「 則天 去私 」 につ いて




「先生は亡 くなる二、三カ月前から、この 「私」 ということを問題にしてゐられた。」、「先生
に従えば、私 ども若い者の書 く物には凡て 「私」がある。 自分の 「私」を以って他の 「私」 を





である。とくに 『明暗』においては、「先生 自らちっとも 「私」を出さない。作中の人物は人物
自らの意志によって、神の摂理に従って動いているもののように書き表 したいと、折にふれて
云っていられた。」 と、漱石の言葉について回想を著 し、漱石が 「則天去私」を観念的思策では
な く創作の方法として見ていることがわかる。
さらに創作上の問題として取 り上げているのは、江藤淳が 「則天去私」について、これまで
の神話的解釈を退け、創作上の方法 として考察 している6)。佐々木充氏は 『漱石推考』7)の中で、
漱石は 「則天去私」 ということを、ただ観念的に思念 していたのでなく、一つの態度として意
識 してお り、到 り着いた境地、悟達の境地などといっているのではない。漱石が模索 していた
のは 「態度」であ り、「方法」であった と論 じている。また、『文学論』の注解8)についてみる





としてゴールド・スミスの 『ウェイクフィール ドの牧師(TyreVicar(>fWakefield,1766)』 とジ


















りつけた りしていない。すなわち 「私」が出ない、作中の人物が自らの意思によって動 くこと
を、小説の新しい観点の方法として見出しつ ・あったと思われる。
イギ リスの小説批評に少 なか らぬ影響 を与 えたフランスの作家 フロベール(Gustave
Flaubert)は 、作者は神が宇宙に存在するように、作品の中で見えない存在でなければな らな






における小説技巧 と考え、この見地からオースティンの 『高慢 と偏見』について考察すること
にする。
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皿.『 高 慢 と 偏 見 』 と 「則 天 去 私 」
『高 慢 と偏 見 』13)は オ ー ス テ ィ ン の 中期 の作 品 で あ り、1797年 に で き あ が っ た 『第 一 印 象
(FirstImpression)』 とい う書 簡 体 小 説 を、 数 度 に わ た り手 を加 え 表 題 を変 え て1813年 に 出 版
さ れ た作 品 で あ る。 この た め 彼 女 は意 識 的 な技 巧 家 と見 な され て い た。 と りわ け 『高 慢 と偏 見 』
は、 この写 実 主 義作 家 の代 表作 に と ど ま らず 、 イギ リス 小 説 史 上 の傑 作 と して 評 価 が 高 い 。
相 当 の 財 産 を持 っ て い る独 身 の 男 な ら、 妻 を求 め て い る に違 い な い と言 う こ と は、 広 く世 間
に 認 め られ た真 理 で あ る、 とい う一 文 で始 ま る 『高慢 と偏 見 』 の 冒頭 部 分 は、 我 々 を小 説 世 界
へ 導 入 し、 そ こ に展 開 す る人 間 生 活 の 劇 的 な場 面 に 没 入 させ る。 そ して 現 実 の世 界 で な く一 つ
の フ ィ ク シ ョンで あ る こ と を気 づ か せ て くれ る。
JuliaPrewittBro㎜ は 、 この 作 品 の 冒頭 部 分 の 主 張 を、 純 粋 な皮 肉 か 、 喜 劇 的 コ ミ ッ クの 誇
張 で あ り、 叙 述(Narrative)と 会 話(Dia-ogue)に 類 別 し、 叙 述 で は 目的 と情 報 を 明 瞭 に 示 し、
会 話 で は様 々 な異 な る響 きを持 つ と い う二 つ の流 れ が あ り、 この作 品 は叙 述 文 に対 し会 話 文 が
極 め て 多 い こ とを指 摘 して い る'4)。
オ ー ス テ ィ ンは、 「田 舎 の村 の 三 、 四 軒 の 家 庭 が あ れ ば格 好 の 題 材 とな る」 と云 って い た よ う
に15)、 カ ン トリ ー ・ジ ェ ン ト リー の 狭 い 世 界 で 小 説 を描 い て い る 。 ヴ ァ ー ジ ニ ア ・ウ ル フ
(VirginiaWoolf)の 「ジェ イ ン ・オ ー ス テ ィ ン論」 に よれ ば 「彼 女 が 差 し出す もの は、 見 た と こ
ろ 些 末 な事 なの だが 読 者 の心 の 中 に広 が っ て ゆ き、 外 面 的 に は 些 細 だが 尤 も恒 久 的 な 人 生 の場
を供 給 す る何 か か らな っ て い る の だ 。」 と、 オ ー ス テ ィ ン文 学 の 持 つ 恒 久 的特 質 を指 摘 して い
る16)。ま た 一 方 、 何 故 か 劇 作 家 シ ェ イ クス ピ ア(WilliamShakespeare)に な ぞ らえ られ る と こ
ろ もあ り、 サ ウ ザ ム(BrianSoutham)は 、 オ ー ス テ ィ ンの 描 く主 人 公 の 人 物 描 写 の 生 き生 き
と した ユ ー モ ァ と人 間 性 は 、 シ ェ イ クス ピ ァ的 で あ る と述 べ17)、 この こ とに つ い て ウ ル フ は、
両 者 の芸 術 に携 わ る精 神 が あ ら ゆ る 障 害物 を滅 却 して しま っ た 中 に、 オ ー ス テ ィ ン と シ ェ イ ク
ス ピ ア の一 致 点 を み て い る18)。
こ の よ う に、 オ ー ス テ ィ ンの 描 く小 説 の 特 徴 は、(1)構 成 が 見 事 に整 っ て い て 、 シ ェ イ クス
ピ ア の 『空 騒 ぎ』(1598～99)に 類 似 して い る こ と19)、(2)オ ー ス テ ィ ン と同時 代 の十 八 世 紀 末
イ ギ リス作 家 の影 響 を受 け、 小 説 の 中 に 劇 の 場 面 をつ く り、 見 事 な会 話 に よ り作 品 に劇 的 な要
素 を与 えて い る こ と2°)、(3)会 話 の 中 の 言 葉 に は 「深 み 」 が あ り、 そ こ に 「則 天 去 私 」 的 手 法
が 見 え る、 とい う もの で あ る 。
漱石 は 、 文 学 の 原 理 と技 法 を解 明 す るた め に書 い た 『文 学 論 』 の 中 で 、 オ ー ス テ ィ ンは 「写
実 の泰 斗 な り」 と絶 賛 し て第 一 章 ベ ネ ッ ト夫 妻 の会 話 の 部 分 を原 文 の ま ま引 用 して い る 。 さ ら
に 「オ ー ス テ ィ ン を賞 翫 す る能 は ざ る もの は遂 に写 実 の 妙 味 を解 し能 は ざ る もの な り。」 と、 オ












ロ ン グ ボ ー ン村 の名 家 で あ り、 結 婚 後 二 十 三 年 が 経 っ たべ ネ ッ ト夫 妻 に は五 人 の 娘 達 が い るポ
夫 婦 の 間 で 近 隣 の ネザ フ ィ ー ル ド ・パ ー ク を借 りて 、 年 収4、5千 ポ ン ドの 若 い 独 身 青 年 が 引 っ
越 して く る こ と、 年 頃 の娘 達 の 結 婚 を考 え早 々 に訪 問 し挨 拶 に行 く必 要 が あ る こ とが 話 題 に な
る 。 五 人 の 娘 達 が よい 結 婚 をす る こ と を生 涯 の大 事 と考 え て い るベ ネ ッ ト夫 人 は"Shewas
womanofmeanunderstanding"で あ り、 エ ゴ の強 い,お 天気 屋 の批 評 家 で俗 事 に 強烈 な 関心
を持 つ 。 一 方 、 ベ ネ ッ ト氏 は 、理 知 的 で皮 肉 な ユ ー モ ア が得 意 で あ り、 物 事 を さ め た 目で 見 る。
挨 拶 訪 問 をせ が む 夫 人 に 「そ ろい もそ ろ っ て 大 した取 得 の な い 娘 ば か りだ」 と皮 肉 を い っ て 夫
人 を揶 揄 し、 む しろ じらせ て 面 白が っ て い る。 この 一 節 に は 、 夫 婦 そ れ ぞ れ の性 格 、価 値 観 、
社 会 的 背 景 が 会 話 文 で 描 写 され る方 法 で あ っ て、 ヴ ィク トリ ア朝 の 地 主 階級 の 関心 が 、金 、 財
産 、 結 婚 に あ っ た こ とが 理 解 で き る。
漱 石 は 、 この 引 用 部 分 を 「取 材 既 に 淡 々 た り。 表 現 亦 洒 々 と して寸 毫 の粉 飾 を用 ゐ ず 。 是 真
個 に吾 人 の 起 臥 し衣 食 す る尋 常 の 天 地 な り。 此 尋 常 他 奇 な きの天 地 を 眼前 に 放 出 して 客 観 裏 に
其 機 微 の 光 景 を楽 しむ。 も し楽 しむ 能 はず と云 は ず是 喫 茶 喫 飯 の やす きに馴 れ て平 凡 の大 功 徳
を 忘 れ た る も の ・言 な り。」21)と 、 オ ー ス テ ィ ンの 文 体 と 表 現 に 着 眼 し て い る 。 さ ら に
「Austenの 描 く所 は単 に平 凡 な る夫 婦 の 無 意 義 な る会 話 に あ らず 。 興 味 な き活 社 会 の 断片 を 眼
前 に髣 髴 せ しむ る を以 て 能 事 を畢 る もの に あ らず 。 此 一 節 の うち に夫 婦 の 性 格 の躍 然 と して飛
動 せ る は文 字 を解 す る もの ・否 定 す る 能 は ざ る所 な るべ し。」 と評 し、 「夫 婦 の全 生 涯 を一 幅 の
うち に縮 写 し得 た るの 点 に於 て 尤 も意 味 深 き もの な り。」 と結 論 を述 べ て、 非 凡 な こ との み を作
品 にす るの は不 自然 とい うの が 漱 石 の 考 えで あ った 。 こ こで 漱 石 はべ ネ ッ ト夫 婦 の性 格 描 写 を、
「夫 の 鷹 揚 に して婦 の 小 心 な る。 夫 の無 頓 着 に し て婦 の神 経 質 な る 夫 の和 諧 の 範 を超 えず して、
しか も揶 揄 の戯 を禁 じ得 ざる 、婦 の児 女 の 将 来 を思 ふ て 咫 尺 の 謀 に余 念 な き一 悉 く筆 端 に個 々
の生 命 を託 す る に似 た り。」 と評 し、 こ の 場 面 を 「活 劇 を演 じる」 と も表 現 し て い る 。 さ らに
「此 一 節 の描 写 は、 単 に彼 等 性 格 の深 さ を有 す る もの とす 。」、 「当面 の 珍 事 は 大 に人 を動 か す が
故 に深 か らん。」 と論 じ、 「オ ー ス テ ィ ンの 深 さ を知 る もの は 平 淡 な る 写 実 中 に潜 伏 し得 る深 さ
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を知 るべ し」 と断言 し、 この 一 見 平 凡 で 日常 的 な題 材 や 表 現 の裏 に潜 む 微 妙 な深 さ と、 会 話 の
中 に潜 む 劇 的 効 果 を 味 わ え な い 限 り、 オ ー ス テ ィ ン文 学 の 偉 大 さは 分 か ら ない と論 じた もの で
あ ろ う。
引用 部 分 の 日常 些 事 の 尽 き な い興 味 と情 報 が 盛 りこ まれ た会 話 の 中 に は、 オ ー ス テ ィ ン は、
華 々 しい こ と、 恐 ろ しい こ と、 勇 ま しい こ とを 描 き出 して はい な い。 漱石 は一 連 の 家 庭 小 説 を
描 い た 作 家 で あ っ て 「動 心 驚 魄 」 の筆 を とっ た作 家 で は な く、 「悉 く筆端 は個 々 の生 命 を 託 す る
に似 た り」 とす る文 学 の方 法 で あ った 。 漱 石 の 評 す るオ ー ス テ ィ ンの 「深 さ」 と は、 平 易 な 文
章 の 中 に潜 む 細 か い人 の心 の動 き、 隠 さ れ た説 明 で き ない 複 雑 な 人 間 の心 理 、 人 生 を指 摘 した
も の と思 わ れ る。 こ こ に至 っ て 、 筆 端 に個 々 の 生 命 を託 した 方 法 と文 章 に 隠 され た 深 さ を 「則
天 去 私 」 の 言 葉 で表 現 した も の と考 え られ る。 しか し、 漱 石 が リ ア リズ ム文 学 に到 達 す る の は、
『文 学 論 』 執 筆 か らお よそ 十 年 後 で あ っ た 。 『高 慢 と偏 見 』 は則 天 去 私 の姿 勢 の 具 現 化 さ れ て い
る作 品 と して あ げ た とい わ れ る22)。そ こで 『高 慢 と偏 見 』 の 中 か ら例 文 を あ げ 「則 天 去 私 」 的










イ ギ リス 小 説 は 性 格 描 写 をす る た め に 常 に発 展 して きた とい わ れ るが 、 彼 女 の興 味 が そ こ に
住 む 人 間 の 性 格 描 写 で あ った こ とを示 す場 面 で あ る。 風 邪 を こ じ らせ た ジ ェ イ ンの看 病 の た め
ネ ザ フ ィー ル ドに 出 か け た エ リザ ベ ス と、 ビ ン グ リー、 ダ ー シー お よ びベ ネ ッ ト夫 人 との 会 話
で あ る。 貴 方 が性 格 の 研 究 家 で あ っ た こ と は知 らなか っ た 、性 格 の研 究 は面 白 い で し ょ う ね と
言 う ビ ン グ リー に 対 し、 エ リザ ベ ス は複 雑 な性 格 の方 が お も しろ い と答 え る。 田舎 は 限 定 さ れ
た 変化 の な い社 会 で あ るの で 、 性 格 研 究 の材 料 は提 供 さ れ な い もの だ と の ダ ー シ ー の 意 見 に対
し、 エ リザ ベ ス は 「住 ん で い る人 が 変 化 し ます か ら、 何 時 で も何 か 新 しい とこ ろ が観 察 で きま
す わ 」 と、 限 定 され た 世 界 の 中 で の 人 間 の 性 格 に興 味 を持 ち 、 そ れ を冷 静 に じっ と見 つ め る 。
田舎 だ って 町 中 と同 じ ぐらい 人 の 変 化 は あ る とい うベ ネ ッ ト夫 人 。 狭 い 田舎 の 日常 生 活 が 話 題
に され て い る 中 に 、4人 の そ れ ぞ れ の正 確 が 読 み と れ る。 さ らに 、 エ リザ ベ ス とダ ー シー の会
話 に は 何 らか の 働 きか けが 行 わ れ 、 二 人 の 関 係 に つ い て 重 要 な 暗 示 を与 え て い る。 また 一 方、
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ベ ネ ッ ト夫 人 の は げ し い 性 格 が 放 出 さ れ 、 人 間 の 心 理 の 「其 機 微 の 光 景 を 楽 し む 」 こ と が で き











ネ ザ フ ィ ー ル ド で の 晩 餐 が す み 、 風 邪 が 少 し よ く な っ た ジ ェ イ ン と エ リ ザ ベ ス は 応 接 問 に 席
を 移 し、 そ れ ぞ れ 一 夜 を 過 ご し て い る 。 そ の 時 の こ とで あ る 。 エ リザ ベ ス と ダ ー シ ー が 「笑 い 」
を 話 題 に し て い る 。 エ リ ザ ベ ス の 笑 い の 特 徴 は 、 馬 鹿 げ た こ と、 滑 稽 な こ と は 何 で も 面 白 が っ
て 笑 う も の で あ っ て 、 人 間 の 愚 考 、 く だ ら な さ 、 き ま ぐれ 、 矛 盾 す る 笑 い に 興 味 を 感 じ る の で
あ る 。 エ リ ザ ベ ス の 笑 い が こ こ に あ る の が 特 徴 で あ る 。 大 島 一 彦 氏 は 「エ リ ザ ベ ス の 笑 い は 、
人 間 と 人 間 の 欺 瞞 的 な 関 係 が そ の ま ・諷 刺 的 な 笑 い の う ち に 捉 え ら れ て い る の で あ る 」 と述 べ
て い る23>。 エ リ ザ ベ ス が 人 間 の 笑 い を よ く 知 っ た 表 現 と し て 、 高 慢 は お さ え て い る と の ダ ー シ
ー の 考 え に 、 微 笑 を か く す た め そ っ ぽ を 向 くエ リ ザ ベ ス で あ る 。 現 実 を み る 人 間 の 目 は 単 純 で
な い と い う 面 白 さ 、 そ こ に オ ー ス テ ィ ン の 批 評 精 神 、 独 特 の ア イ ロ ニ ー が 生 ま れ る 。 こ の 中 に










エ リ ザ ベ ス は ダ ー シ ー と は じめ て メ リ ト ン の 舞 踏 会 で あ っ た と き 、 決 して 人 を 許 さ な い と云
っ た ダ ー シ ー の 高 慢 さ と 冷 た さ に 腹 を 立 て 、 ダ ー シ ー の 性 格 を ス ケ ッ チ し よ う と し て い る こ と
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を 、 ダ ンス を 申 し込 ん で き た彼 に云 い 返 す 。 外 見 は穏 や か だ が 、 内 に情 熱 を 秘 め た 勝 気 で理 知
的 な 女 性 で あ るエ リザ ベ ス が 、 ダ ー シ ー の 高 慢 さか ら くる性 格 を責 め る場 面 で あ る。 エ リザ ベ
ス が ダー シー に抱 い た偏 見 、 ダ ー シ ー の 持 つ 高 慢 が どの よ うに 変 わ っ て い くか とい う心 理 的 な
プ ロセ ス が 、 会 話 の 言 葉 の 裏 に暗 示 され て い る。 漱 石 が 評 す る 「可 能 的変 体 を封 蔵 す る点 に お








コ リ ンズ 氏 は べ ネ ッ ト氏 の亡 き後 、 ロ ン グ ボ ー ンの 土 地 財 産 が 譲 られ る こ と に な っ て い る牧
師 で 、 実 に 人 間 ば な れ した 、 可 笑 しな 人 で あ る 。 彼 は 土 地 財 産 だ け を受 け継 ぐの は悪 い の で 、
妻 もベ ネ ッ ト家 の 娘 た ち か ら選 ぼ う と云 う、 ま じめ な 計 画 を持 っ て い る 。 この 場 面 はエ リザ ベ
ス を最 初 か ら将 来 の 伴 侶 と して 選 ぶ とい う尊 大 な態 度 の もの で あ る。 こ の コ リ ンズ氏 の言 動 は、
漱 石 の 論 ず る 「非 平 凡 な行 為 は 、 平 凡 な る我 々 の動 作 の 連 続 で あ る」 こ と を連 想 させ る も ので
あ る。 また 、 喜 劇 的 な人 間 コ リ ンズ 氏 の 会 話 か ら、 ヴ ィク トリ ア朝 の 地 主 階級 の社 会 的 背 景 を、







ビ ング リー に対 す る愛 に悩 む ジ ェ イ ン とエ リザ ベ ス の 問 でエ リザ ベ ス が 語 っ て い る もの で あ
る。 エ リザ ベ ス が 立 派 だ と思 う人 は少 な く、 人 間 の 性 格 な ん て い つ 変 わ るか 分 か らな い 、 矛 盾
だ らけ で あ り、 見 か け は 人格 者 で 良 識 が あ る よ う に見 え て も、 人 間 な ん て 余 り信 頼 は お け な い
と、 エ リザ ベ ス の人 間 を見 る確 か さが 語 られ る。 この よ う にす べ て の 人 間 の性 格 は矛 盾 だ らけ
で 、 一 見 価 値 が あ り良 識 が あ る と思 わ れ る もの に も、 あ ま り信 頼 は お け な い とい うエ リザ ベ ス
.,
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の 人 間 に 対 す る 敏 感 な 観 察 を 、 オ ー ス テ ィ ン は ア イ ロ ニ カ ル に 表 現 し 、 彼 女 の 最 大 の 関 心 事 が
人 間 そ の も の で あ る こ と で あ っ た 。 こ の 会 話 は 平 凡 で あ る が 、 そ の 深 層 に は 普 遍 的 な 人 間 性 の
真 実 を 見 て い る オ ー ス テ ィ ン の 鋭 い 洞 察 力 が 潜 み 、 漱 石 を し て 「平 坦 な る 写 実 中 に 潜 伏 し 得 る









オ ー ス テ ィ ン の 世 界 は 人 間 で あ り、 自 然 は あ ま り描 い て い な い 。 ガ ー デ ィ ナ ー 夫 妻 と の 旅 の
途 中 で 立 ち 寄 っ た ダ ー シ ー の ペ ン バ リ ー 邸 の 光 景 は 、 エ リ ザ ベ ス の ダ ー シ ー に 対 す る 一 切 の 疑
惑 や 偏 見 の 思 い を 吹 き払 い 、 む し ろ 自 分 が こ の 屋 敷 の 女 主 人 に な れ た か も しれ な い こ と を 思 い
起 こ さ せ る 。 こ の 館 の 自然 美 は 所 有 者 ダ ー シ ー の 趣 味 の よ さ を 偲 ば せ 、 こ の 場 面 に お い て エ リ
ザ ベ ス は ダ ー シ ー に 会 い た い 、 しか し彼 の 愛 を拒 絶 し た た め に 会 い た く な い と云 う複 雑 な 気 持
ち に 揺 れ 動 く。 自然 は 人 間 の 心 を 変 化 させ 、 エ リ ザ ベ ス の 心 に も 変 化 が 起 こ り、 ダ ー シ ー に 対
す る 認 識 を 改 め させ る 。 一 方 、 強 い 誇 り を 持 っ て い た 名 門 出 の ダ ー シ ー は 、 こ の 誇 り が 相 手 の
心 を 傷 つ け ジ ェ ン トル マ ン ら しか ら ぬ 態 度 の 振 舞 い で あ っ た こ と を 、 エ リザ ベ ス の 非 難 で 反 省
し て い る 。 そ の 自 然 の 中 で 出 会 っ た ダ ー シ ー は す っ か り変 わ り本 当 の ジ ェ ン トル マ ン に な っ た 。
こ こ で は 、 層エ リ ザ ベ ス の 彼 へ の 好 意 の 変 化 ば か り で な く 、 ダ ー シ ー の 姿 勢 の 変 化 も 明 ら か で あ
る 。 心 理 作 家 で あ る オ ー ス テ ィ ン は 、 人 間 の 複 雑 な 、 矛 盾 す る 心 理 描 写 を 男 女 の 愛 と優 し さ の
中 に リ ア ル に 描 い て い る 。 漱 石 は 十 九 世 紀 イ ギ リ ス 文 学 に お い て 養 成 さ れ た 心 理 描 写 を 用 い て 、
後 期 作 品 を作 りあ げ て い っ た と い え る 。 漱 石 は オ ー ス テ ィ ン の 描 く微 妙 な 心 理 に 着 眼 し て い た











キャサリン夫人の娘、 ド・バーグ嬢 とダーシーの黙約を何 とも思わないのか と、 さんざん皮肉
を浴びせる。エリザベスは、ダーシーが私 を選んだのだから、私が受けるのが どうしていけな
いのかと反発 し、彼女の中産階級の誇 りを遺憾 なく云い表す。ここにはエリザベスの才気溢れ
る自己認識がみられ、規範による判断が如何 に浅薄で、非人間的であるかを暴露 したものであ





オースティンの家庭小説が扱 う題材は 「非凡異常」25)な事件ではな く、 日常的な人間の営み
に潜む、より非 日常的なものを暗示する必要があった。その点において、漱石がオースティン
の 「平坦なる写実中に潜伏 しうる深 さ」 を見出 し、オースティンの小説技法を理想 として、漱
石はオースティンのリアリズムの中の 「深 さ」を 「則天去私」 と結びつけたと考える。
N.結 論
十九世紀イギ リス文学の中で、家庭小説 を描いた写実主義作家ジェイン ・オースティンを、
漱石 は高 く評価 した。漱石自身も夫婦を中心に一連の家庭小説を描いた作家である。オーステ
ィン文学の特徴は、会話 と叙述である。会話はその内容や話 し方に多 くの情報が盛 りこまれ、
会話に潜む登場人物の性格、個性、意識 を定義づけている点で劇的である。これらの情報が織
り込まれた会話の中には作者の判断や知識が示 され、「私」が出てこない。漱石は、英文学を道
場 として新 しい創造の文学を晩年まで模索 していった作家であった。「則天去私」は、自然主義
思潮に反発するかのように、晩年に至って漱石が行 きついたオースティン文学を模範とする創
作法であった。すなわち、オースティンの描 く平易な文章の中に潜む、洞察力がないと見落 と
されてしまう 「本心」、その「深 さ」に共鳴したものと考える。『高慢と偏見』は、高慢 と偏見を
持つ男女がそのことに気づ き、反省 し、愛が育っていく細かい心理描写が描かれ、結婚に至る
というものである。皿章に示 した例文に見 られるように、内容は 「日常のエピック」であり、
漱石の評する 「動心驚魄」の内容ではない。例文の一・つ一つには、その文章の裏に潜む人生の
根本問題 とその結びつき、その根底に横たわるリアリズムと道徳感覚、その中に 「則天去私」
の深 さが見 えることを示した。主人公エリザベスの機智に富んだ知性、自我 に目覚めた行動は、
:・
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漱 石 に と っ て 、 西 欧 文 学 の 近 代 化 の 形 成 に 重 要 な 因 子 で あ る 自我 の 問 題 に 気 づ か さ れ た の で あ
る 。 漱 石 は 『高 慢 と 偏 見 』 の 中 に 「平 凡 の 大 功 徳 」 を 発 見 し 、 そ こ に 「則 天 去 私 」 を 結 び つ け
た の で あ ろ う。
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